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費働市場の形成要因について (93) 17 
別の要因として導入して二元論化したのであると考えられる。この構成により
現実の労使関係の説明は可能となったが，その説明を支えるのは「歪曲」とい
う概念になった。しかし I歪曲」なる概念自体が十分明瞭なものとはいえな
い。そして，労働市場の枠自体の決定を労使の対抗関係から理解するならば，
「歪曲」なる概念は不要である。
それゆえ，労働市場の形成と変動は労使の対抗関係によって行なわれると考
えることが必要であろう。
